
 

１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（柏崎刈羽原子力

発電所７号炉 設計及び工事の計画）【１７１】 

２．日 時：令和２年４月２４日 １０時００分～１８時３０分 

３．場 所：原子力規制庁 ９階Ｄ会議室（ＴＶ会議システムを利用） 

４．出席者（※・・ＴＶ会議システムによる出席） 

原子力規制庁： 

新基準適合性審査チーム 

植木主任安全審査官、岸野主任安全審査官、津金主任安全審査官※、 

宇田川安全審査官、堀野技術参与※、山浦技術参与※、 

服部原子力規制専門職※ 

 

事業者： 

 東京電力ホールディングス株式会社  

原子力設備管理部 課長 他 7名※ 

  

５．要旨 

（１）東京電力ホールディングス株式会社から、柏崎刈羽原子力発電所７号機

の工事計画認可申請書のうち、耐震及び強度に関する説明書について、

令和２年１月１７日、２月２８日、３月６日、３月１０日、３月２７日、

３月３１日、４月１０日及び４月１６日の提出資料に基づき説明があっ

た。 

 

（２）原子力規制庁から、主に以下の点について説明等を求めた。 

【中央制御室天井照明の耐震性についての計算書】 

○ 「図４－１ 中央制御室天井照明の解析モデル」について、境界条件、

はりの断面性状、各部材間の拘束条件等を整理して説明すること。ま

た、解析モデルと「図２－１ 構造計画」に示される概略構造図との

関係性を整理して説明すること。 

○ 「図２－２ 中央制御室天井照明の耐震評価フロー」に示される「Ｃ

Ｓチャンネルより下部の評価フロー」について、文中の「固有振動数

の算出が困難なため、床応答加速度による応力計算を行う」と整合さ

せること。また、評価対象（ＣＳチャンネルの上部と下部）が明確と

なるようにフローを修正し計算過程を整理して説明すること。 

○ 「中央制御室天井照明の耐震性についての計算結果」に示される「基

準地震動Ｓｓによる設計震度ＣＨ１、ＣＶ１、ＣＨ２、ＣＶ２」について、

その内容を注記により説明すること。また、固有周期の提示の方法に

ついて、スペクトルモーダル解析を実施している他の計算書と整合さ

せること。 

○ 「表２－１ 構造計画」に示される「主体構造」について、より詳細

に説明すること。 



 

○ 「４．６ 計算方法」に示される「せん断応力τｘ、τｙ」について、

算出方法を整理して説明すること。 

○ 「４．５ 設計用地震力」に示される静的地震力及び動的地震力が「－」

である理由を整理して説明すること。また、柔な設備でありスペクト

ルモーダル解析を実施していることが分かるように整理して説明す

ること。 

○ 「図４－２及び図４－３ 振動モード図」に示される１次と５次のモ

ード図について、２次、３次及び４次のモード図を追加し整理して説

明すること。 

○ 「１．２ 結論」に示される応力について、その発生箇所を整理して

説明すること。 

 

【非常用ディーゼル発電設備燃料移送配管防護板の耐震性についての計算

書】 

○ 「１．４．２ 応力」に示される応力の最大値が発生した「要素番号」

と「節点番号」について、「図４－１ 非常用ディーゼル発電設備燃

料移送配管防護板の解析モデル」のどの位置にあるか整理して説明す

ること。 

○ 「４．３ 解析モデル及び諸元」に示される解析モデルの説明につい

て、架構をはり要素、板をシェル要素としてモデル化していることを

示し、それらの断面性状などの詳細を整理して説明すること。 

○ 「４．８．３ アンカーボルトの評価」に示される接着系アンカーボ

ルトの評価について、その評価内容の詳細を整理して説明すること。 

 

【炉心支持構造物の応力計算書】 

○ 「３．５．１ 座屈に対する評価」に示される「（３）圧縮応力」に

ついて、算出方法を整理して説明すること。また、既工認での値を係

数倍して算出している場合は、その方法を整理して説明すること。 

○ 「４．３ 応力計算」に示される「τｚｘ」及び「τｔℓ」について、計

算に用いたＡ及び２Ａ（Ａ：断面積）がどの部分かわかるよう図示す

るとともに、計算過程を整理して説明すること。 

 

【原子炉圧力容器の耐震計算結果】 

○ 「表３－１ 計算結果の概要」に示される「注記＊：中実矩形断面の

形状係数α＝１．５を用いた」について、設定の根拠を示すとともに、

他断面形状でのαの適用例を整理して説明すること。 

○ 「４．原子炉圧力容器基礎ボルトの応力計算」について、応力計算に

用いたパラメータ及び計算過程を整理して説明すること。また、コン

クリートと鋼材のヤング率の比を計算に用いている場合は他設備も

含め設定の根拠を整理して説明すること。 



 

○ 「３．ブラケット類の応力計算」に示される「原子炉圧力容器スタビ

ライザブラケット」について、２次応力及び疲労評価を実施しない考

え方を整理して説明すること。 

 

【止水堰の耐震性についての計算書】 

○ 「図２－１ 堰の設置位置図」に示される「注：灰色欄は本評価対象

外」について、評価対象外とした理由を整理して説明すること。 

○ 「２．３．３ 鉄筋コンクリート製堰の構造」に示される縦筋とアン

カーボルトについて、両者の接合方法を整理して説明すること。 

 

【止水堰の強度計算書】 

○ 「３．６ 評価条件」に示される「表３－２１ 鋼製落し込み型堰の

強度評価に用いる入力値」について、「アンカーボルトに生じる引張

りに対する短期許容荷重」を考慮しないとした考え方を整理して説明

すること。 

 

【水密扉の耐震性についての計算書】 

○ 「図３－１ 水密扉の固有値解析モデル」に示される水密扉の状態に

ついて、水密扉開放時の考え方を整理して説明すること。 

 

【水密扉の強度計算書（溢水）】 

○ 「３．１ 評価対象部位」に示されるヒンジについて、「図３－１ 水

密扉に作用する荷重の作用図」に示し評価対象外とした考え方を整理

して説明すること。 

 

（３）東京電力ホールディングス株式会社から、本日の説明等を求められた内

容について了解した旨の回答があった。 

 

６．その他 

なし 


